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マ　サ　バ　未成　魚　の　研　究　　∬

茨城県沿岸に兼題する当才魚群について

小　沼　洋　司

は　し　が　き

マサバ北部太平洋系粁（7）漁場が198ひ年に銚子沖に開発され，次いで襟裳岬沖一八戸押漁場が開拓され

るに及んで，その漁業二1二物学的研究は活発になった。本県でも，県内漁業生産の大蒜をなすまき舶漁業が対

象をイワシ紬からマサバに転じ，加えて沿岸漁船によるサバはいから釣漁業も盛んになるなど，マサノくの生

●　物学的知見の巣相が漸く要請されている。
∴・

聾者は，本町Ⅶl岸を＝森から夏にかけて北上するマサバ幼魚と，秋から冬にかけて南下するマサバ末成魚を

採集し，その体長細＿fj掴、ら成長を推定し，さらに成長の異なる2群のあることを認めたのでここら′こ報告する○

報告に先手二ち　指導をいただいた苗村勇二資源部長ならびに校閲を戴いた岡田立三郎場長および渡辺徹増

殖部長に御礼申し」サドる。
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材　　　　　料

本研究に用しへた材料杜，19占7年4月5日から19占8年5月29日の5．254崖（採集国数52回）・

1988年5月ム「】から19占9年1月20日の1，287尾（511可）である（衣1）。

採集方渋れシラス船曳綱の漑狸物，定置網，まき舶および漁離内の灯火による枠受納である。

式－1茨城沿岸で採鮭したマサバ幼魚・未成魚標本
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茨城粧71樺に米肪する当才魚群につhて

年

1
　
　
2

5
　
　
5

7
0
　
　
4

5
　
　
b

′

C

■

　

　

7

R
J
　
　
【
h

1

　

　

2

　

　

7

○

∠

U

　

　

′

凸

　

　

∠

n

4
　
　
5

′

⊥

0

　

　

∠

U

占7

占汚

占　9

7n

71

7　2

7　5

74

7　5

7　8

7　7

7　8

7　9

80

81

邑2

19　占9

川‖

調査確数

1LH‾

漁具漁津

一隻　き　舶

嵩l：
100

1D O

…i船‡綱

場
…

51

所i　体長範

18．5～

118・4～

大　洗

メ′

∠′

∠′

平　湘

大　洗

会　瀬

大　洗

平　潟

大　洗

イ′

平　潟

大　洗

会　瀬

大　洗

大　津

会　湘

干　潟

岡

5「hJ2

n
U

2Z
J

18．4～2　7二5

18．1－′295

19D～51．1

2．8～　5．5

5．1～　5．5

5．1～　78

5．9へ′　8．5

占．〔1′〉12．4

4．2～　97

95へノ11．9

5〔巨－10，0

4，2～11．5

72～14．9

8．1～14．2

75－1占．0

4．7′、14，4

5．5′－1512

4．0ノーr一　占．0

15．1′－18．1

4，8－　8，0

5．0′－　B．5

15．4′～178

1占．5～25．占

1占．1～18．2

16．4～′18．占

1占．5～195

15．4′－19．5

1占．∩′－18．占

17二D～190

175′）2口．2

17二4～20．占

17こう′｝20．4

18．9′－2［1．占



ー52－

巨亨二二亨二「
いうi19占9】

月　fl 調査尾数

50：ま　き網

小沼洋司

「高真南蔽丁葡「高「‾‾‾‾宵宮画面
u
 
l

卜
■ 鼠5～298

結　　　　　　果

，d7隼村側胆〕北上群頼（図1），4凡．L旬から5月上旬ほでの体長組成モードが，4・5C仇からd・0～d・5

叫′こ移行し，月間成長け約2川と推宵され，これとは別群と思われるものが，5月中旬（4．5e舵）～8月上

旬（占，5cm）に珊われ，その月間成長は約2和と推察された。この群虻7月上旬には95印に移行し．それ

j三」、披け本県制片二から婆を消し，7月中旬に県北定置舶に11－2dC郡の魚群が入網した。

1鋸牛春馴化上郡は（図2），前年とは果たり，来遊が1ケ月遅れて5月＿上旬だったほか，いくつかの許

とそのモードの移行け認められるがィ、明瞭で，魚群構成は呼－ではないと排壊された。

次に，秋期南下新旭（図5），’87～’占鋸F来遊群は9月の19・22cmのピークはその後もあまり移行

せす，ゼ年の5月漆で2しユー22で恒こあり，168～’占9年来遊群は9月の17と枕のピークが翌年1月の18

招け二才＿げかに移イ十㌻るにすぎろこい。

図　1

19占7ノ桔煩蘭吊＿告個別北＿上

伴の体長組成
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マヤノミ末成魚の訪允・一Ⅰ【

図　2

19八目什茨城〟＿Hr．出川＿JLl二

群小体長糾成

－55－

l■L■1、1

茨城机揮相月l辛目＼■群の体長組成

（崇誓皿岩凧試脈細を）
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図　4

1987年来遊群の

体長範閲とモード

考 察

小沼洋司
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，87年来遊群について，採集日ごとに体長範囲とモードを画き，加えて輩者ら（19△9）の飼育結果を

みると（図4），4月上旬来遊の第1群と5月中旬来遊の第2群が認められ，第1群は月間約2で硯の成長で

8月中旬の飼育A群・12．5C鵜につらなり，さらに9月上旬19叫て成長する。

第2群は，占月中・下旬の8～9e仇をへて，飼育B群の8月下旬の14C畔つら浸る0

この2つの柿のモード差は5～9月上旬のあいだ4C都で，成長曲痕は平行であるが，それ以后5月までの

モードは19－25C枕の附こちらはり，2群の分離は明確ではない。しかし．この関目まモードの上限も下限

もほとんど描ばいで，成長の停滞を示唆しているとともに，上下限の差は2～4C都でそれが第1群・第2群

を示すと推察された。

na．tanaka et al（1957）は，1955（ノ55年の房総・常磐・三陸沿岸のマサバ標本から，

7月下旬にBc潤程度のものは年末に約18叫て成長するとしたが，9月以降の成長にはふれていない0かり

に，筆者が認めたようにこの蜘旧ほとんど成長し夜いとすれば，第1群・第2群に平行する成長曲線が画

け（図4），第2群との差は約5cmていどに在る。

マサバの太平洋系群について年令査定を行なった近藤（1988）の結果からみると．’占7年来準群は満

1才未満の当才凪であり，房総沖～銭州海域の産卵場で産卵・発生したものと考えられる。

，67年の産卵期は5月中旬～占月上旬の5ケ月にわたり（図5）．Jll崎（1988）も指摘しているよう

に発狂の時間的なずれによって平均体長の異夜るいくつかの魚群が存在することが予想され，’87年春期に

放城沿岸に来遊した北上群は2つとしたこと杜これを轟付ける。

第1粁・第2群の発生時冊のずれについては明確充資料を持たない8ただ両群で同一平均体長を示す時間
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的な差を4月から8月までの成長助眠ついて比較すると約1ケ月半であり，その差がそのまゝ魚群の組成上

に反映されるのではないかと思われる。
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匪！5　平均成熟係数（？）の季節変化による蕗卵朗（矢印の

期間）の推定

（19占9年11月，東糾月謝漁況予報，麒1

7から転載した。）

要　　　　　約

（1）19占7年4・5月に本県沿芹に北上来遊した4～5C沼のマサバ幼魚には生長（城なる2群の・あること

が観察された。この肺は7月上旬をもって本県から姿を消し，9月上旬から19～22叫こ成長して而下

来遊するが，その後5月せでか日吉とんと成長しない∩

（a　この2群は，飼育魚の成長とよくつながってレ、る。

●（5）1988年の裏側」北」二群扶5耶二硯われ，7月中旬に姿を消したが群構成は明瞭で妾かった0これ掛軸

下来遊群は前年のものより2～Sc叫、てざかった。
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